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【
う
ら
へ
続
く
】

9 月 1 日2736

ガザの子救え
パレスチナ国家承認せよ
市民団体が、首相官邸前で緊急行動

ガ
ザ
飢
饉
止
め
る
停
戦
を

米
国
除
く
安
保
理
14
カ
国

が
声
明

　

米
国
を
除
く
国
連
安
全

保
障
理
事
14
カ
国
は
8
月

27
日
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ

ザ
地
区
で
の
飢
饉
を
「
人

為
的
な
危
機
だ
」
と
述
べ
、

「
飢
餓
を
戦
争
兵
器
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
は
国
際

人
道
法
で
明
確
に
禁
止
さ

れ
て
い
る
」
と
警
告
す
る

共
同
声
明
を
発
表
。
イ
ス

ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム
組
織

ハ
マ
ス
に
対
し
、
無
条
件

で
即
時
の
恒
久
的
停
戦
を

訴
え
ま
し
た
。
ま
た
ハ
マ

ス
に
は
全
て
の
人
質
解
放
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
人
道
物

資
搬
入
の
制
限
解
除
も
求

め
ま
し
た
。

　

14
ヵ
国
は
、
非
常
任
理

事
国
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、

ガ
イ
ア
ナ
、
韓
国
な
ど
の

10
カ
国
と
常
任
理
事
国
の

中
・
仏
・
露
・
英
で
す
。

　

各
国
代
表
は
共
同
で
記

者
会
見
。
ガ
イ
ア
ナ
の
代

表
は
、「
毎
日
、
栄
養
失
調

で
亡
く
な
る
人
々
が
増
え
、

そ
の
多
く
は
子
ど
も
だ
」

「
国
際
人
道
法
は
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

  参加した約３００人は持参した鍋やフライパンをたた
いて、「ガザの封鎖をやめろ」「飢餓を止めろ」「餓死をさ
せるな」「イスラエル制裁」「パレスチナ国家承認」「政府
は動け」などと唱和しました。飢餓が健康に与える影響
を解説した映像も上映されました。

8 月 18 日、首相官邸前

虐殺と飢餓から命と人権守れ
国際社会に働きかけよ

日本共産党が政府に緊急要請

　

14
ヵ
国
声
明
に
先
立
つ

22
日
、
田
村
智
子
委
員
長

ら
日
本
共
産
党
国
会
議
員

団
は
日
本
政
府
に
緊
急
要

請
。
虐
殺
と
飢
餓
か
ら
パ

レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
の
人
々

の
命
と
人
権
を
守
る
た
め
、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
国

家
承
認
や
イ
ス
ラ
エ
ル
へ

の
制
裁
な
ど
具
体
的
行
動

を
緊
急
に
取
り
、
国
際
社

会
に
も
働
き
か
け
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を

国
家
承
認
し
て
い
る
国
の

数
は
１
４
７
カ
国
。
Ｇ
７

で
も
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ

リ
ス
、
カ
ナ
ダ
が
相
次
い

で
表
明
。
日
本
政
府
は
表

明
し
て
い
ま
せ
ん
。

イスラエル国内で
　　35 万人が集会
人質解放と戦争終結を

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
商
都
テ

ル
ア
ビ
ブ
で
８
月
26
日
夜
、

人
質
の
即
時
解
放
と
戦
争

の
終
結
を
求
め
る
集
会
が

開
か
れ
、
主
催
団
体
の
人

質
・
行
方
不
明
者
家
族
会

に
よ
る
と
35
万
人
以
上
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

米
停
戦
案
に
仲
介
国
と

ハ
マ
ス
が
合
意
。
イ
ス
ラ

エ
ル
が
こ
れ
を
無
視
し
て

い
る
こ
と
に
国
民
の
間
に

強
い
反
発
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
紙
エ
ル
サ

レ
ム
・
ポ
ス
ト
は
同
日
、世

論
調
査
を
発
表
。
国
民
の

73
・
８
％
が
「
人
質
返
還

と
戦
争
終
結
の
合
意
」
を

支
持
し
、
戦
闘
継
続
を
望

む
の
は
26
・
２
％
で
し
た
。

政
権
与
党
リ
ク
ー
ド
支
持

者
の
半
数
以
上
も
合
意
を

支
持
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
も
食
品
値
上
げ
続

く
。「
調
味
料
や
加
工
食

品
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど

１
４
２
２
品
目
に
上
る
」

「
理
由
は
原
材
料
費
や
物

流
費
の
上
昇
と
い
う
」「
一

過
性
で
は
な
く
、
コ
メ
な

ど
の
よ
う
に
高
止
ま
り
の

傾
向
だ
」「
政
府
は
な
に
も

し
て
い
な
い
。
早
く
消
費

税
を
下
げ
る
べ
き
だ
」
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
　

×　
　
　
　

×

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
政
府
年

金
基
金
が
米
キ
ャ
タ
ピ

ラ
ー
社
へ
の
投
資
を
引
き

上
げ
た
と
発
表
。「
パ
レ
ス

チ
ナ
住
民
の
家
屋
を
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
押
し
つ
ぶ
す
、

そ
れ
を
作
っ
た
米
社
に
投

資
は
し
な
い
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

コ
メ
問
題
。「
随
意
契
約

の
備
蓄
米
が
ス
ー
パ
ー
の

店
頭
に
積
ま
れ
て
い
る
」

「
農
水
省
は
８
月
末
の
販

売
期
限
を
延
期
し
た
」「
新

米
が
販
売
さ
れ
始
め
た
が

価
格
は
昨
年
よ
り
１
０
０

０
円
ほ
ど
高
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

女
子
バ
レ
ー
世
界
選
手

権
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。

「
26
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

で
は
後
半
３
セ
ッ
ト
連
取

で
勝
利
。
優
勝
候
補
の
セ

ル
ビ
ア
に
も
勝
っ
た
」「
ね

ば
り
強
く
な
っ
た
ね
」「
29

日
の
タ
イ
に
も
勝
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
セ
・
リ
ー

グ
で
阪
神
の
マ
ジ
ッ
ク
が

11
に
な
っ
た
」「
パ
・
リ
ー

グ
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
日

ハ
ム
が
競
っ
て
い
る
」「
残

り
25
試
合
く
ら
い
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
都
心
、
10
日
連
続

猛
暑
日
に
。「
記
録
を
更
新

し
た
」「
猛
暑
日
の
年
間
日

数
も
過
去
最
多
と
な
っ

た
」「
東
京
都
は
高
齢
者
・

障
害
者
な
ど
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
８
万
円
の
助
成
金

を
発
表
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
世
界
の
気
象
を
紹
介

す
る
番
組
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
気
温
が
20
度
台
で
、

も
う
秋
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
だ
け
特
別
か
」

「ジェンダー平等は
 共産主義的政策」という
荒唐無稽な参政党の主張

　

参
政
党
の
神
谷
代
表
が

荒
唐
無
稽
な
質
問
主
意
書

を
提
出
。

　

質
問
主
意
書
は
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
、
多
文
化
共

生
、
外
国
人
参
政
権
」
は

「
共
産
主
義
的
政
策
」だ
と

主
張
。
こ
れ
ら
が
国
家
基

盤
を
崩
し
て
い
る
な
ど
と

し
て
、
政
府
の
認
識
や
対

応
策
を
質
し
た
も
の
。
具

体
的
事
実
を
示
さ
ず
に

「
日
本
共
産
党
や
関
連
団

体
が
過
去
に
法
曹
界
・
教

育
界
・
労
働
組
合
な
ど
に

対
し
て
組
織
的
に
浸
透
を

図
っ
た
と
思
料
す
る
」
な

ど
と
陰
謀
論
と
も
取
れ
る

主
張
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。

　

石
破
内
閣
は
８
月
15
日
、

“
お
尋
ね
の
意
味
が
分
か

ら
な
い
”
と
し
て
、
回
答

は
「
困
難
」
と
の
答
弁
書

を
決
定
し
ま
し
た
。

戦後処理で「領土不拡大」
が大原則

ロシアの千島占領正当化
は許されない

　

旧
ソ
連
は
千
島
列
島
を

侵
攻
し
、
い
ま
も
全
千
島

の
占
領
を
継
続
、
プ
ー
チ

ン
氏
は
ヤ
ル
タ
協
定
を
も

と
に
こ
れ
を
正
当
化
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
歴
史
的
に
見
れ

ば
、
国
後
、
択
捉
は
も
ち

ろ
ん
、
千
島
列
島
全
体
が

１
８
７
５
年
の
ロ
シ
ア
と

の
「
樺
太
・
千
島
交
換
条

約
」
で
平
和
的
に
確
定
し

た
歴
史
的
な
日
本
領
で
す

（
図
）。

　

ヤ
ル
タ
協
定
は
、
対
日

参
戦
の
条
件
と
し
て
、
ソ

連
の
当
時
の
指
導
者
ス

タ
ー
リ
ン
の
要
求
に
米
英

が
応
じ
３
ヵ
国
で
「
千
島

引
き
渡
し
」
を
決
め
ま
し

た
。「
領
土
不
拡
大
」と
い

う
第
２
次
世
界
大
戦
の
戦

後
処
理
の
大
原
則
を
踏
み

に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
ヤ

ル
タ
協
定
を
根
拠
に
し
た

占
領
の
正
当
化
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

日
本
政
府
は
、「
領
土
不

拡
大
」
と
い
う
第
２
次
世

界
大
戦
の
戦
後
処
理
の
原

則
に
立
ち
、
不
公
正
を
正

す
と
い
う
道
理
に
基
づ
き
、

ロ
シ
ア
の
不
当
性
を
国
際

社
会
に
訴
え
る
努
力
を
尽

く
す
べ
き
で
す
。

　

防
衛
省
は
２
０
２
６
年

度
予
算
概
算
要
求
に
、

８
兆
８
４
５
４
億
円
を
計

上
し
ま
す（
図
）。
政
府
は

安
保
３
文
書
に
基
づ
き
、

27
年
度
末
ま
で
に
軍
事
費

総
額
を
２
倍
化
＝
国
内
総

防
衛
省
概
算
要
求

軍
事
費 

過
去
最
大
８
・
８
兆
円
要
求

  

イ
ス
ラ
エ
ル
製
攻
撃
無
人
機
導
入
狙
う

向
け
た
調
達
費
を
盛
り
込

み
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
製

の
攻
撃
型
無
人
機
が
有
力

な
選
択
肢
と
な
っ
て
い
ま

す
。

生
産
比
２
％
に
引
き
上
げ

る
方
針
で
、
今
後
さ
ら
に

増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

防
衛
省
は
攻
撃
や
偵
察

能
力
の
向
上
を
ね
ら
い
、

ド
ロ
ー
ン
の
大
量
配
備
に

　

日
本
を
戦
争
に
巻
き
込

み
、
国
民
生
活
を
圧
迫
す

る
軍
事
費
の
増
大
を
ス

ト
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。


